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令和７年度（2025年度） 自己評価結果表 

令和８年 3月 31日 

社会福祉法人ふじみ野会 

子どものその Baby保育園 

 

【本園の保育目標】 

わたしたちの願い（保育理念） 

      豊かな自然   自然の中でのびのびと子どもを育てます 

  あたたかな人間関係   おとなの愛情と仲間の中で子どもを育てます 

ほんものの文化やあそび   豊かな文化やあそびの中で子どもを育てます 

地域とともに   園と家庭、地域がいっしょになって子どもを育てます 

 

私たちのめざす子ども像（保育目標） 

◎友だちと思いっきりあそび、自分の気持ちを素直に表現でき、人とつながって生きていく

子ども 

◎何にでも興味・関心を持ち、自分でやってみようとする子ども 

◎失敗を恐れないで挑戦し、仲間とともに学び、その経験を生かす子ども 

◎あそびの中でからだを動かす楽しさが分かる子ども 

◎生活習慣を身につけ、健康な生活ができる子ども 

 

【本年度、重点的に取り組む目標・計画】 

子ども達がおとなの支えの中で自我を育て、人と関わることの心地よさと喜びをもって幼児期

をむかえ、自分の思いと他者の思いの中で一緒に関わる楽しさや一つのことを一緒にやる喜びを

たくさん経験し、子ども達があそびや生活の中で学び、成長出来るよう保育を進めていきます。 

 

【振り返りと自己評価】 

１，保育内容について 

（１） 乳児にとっておんぶは安心する大事な時間 

抱っこは前向きなのでかかわりが持てるが、おんぶは、背中の為子どもにとって良くないので

はと思っていたが、おんぶを取り入れてみて子どもはおとなの背中で落ち着き、背中から大人の

話しかけや友達のあそびなどを見て刺激を受けていることがわかりました。言葉でなく肌のぬく

もりを大事にしていきたいと思います。 

（２） 子どもに寄り添い、あそびを広げる為の環境構成 

子どもの興味関心が広がるようにその時の子どもの様子から環境を変えてみました。そのこと

で、子ども達は、自分からやりたいことを見つけ、自分から夢中になってあそぶようになり、あ

そびが広がってきました。自分から興味を持って見つけたあそびを友達と一緒に楽しいことで友

達同士の関りがスムーズになり、あそびが豊かになってきました。 

 

（3）幼児期の子ども達が主体的に生活環境設定 

主体的に活動するために子どもが自分からあそびを作り、自分たちで生活をつくれるようにな
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るにはどうしたらいいか。子ども達の姿を見ながら考えてきました。出来るだけ教材は子どもが

取りだせる場所に置き、やりたいときに出来るようにしました。自分で選んだあそびは集中でき、

そのことで心が安定してあそべるようになってきました。そこから、だんだんと友達と一緒にあ

そびを広げていくようになりました。その中では、思うようにいかないことを話し合い、どうし

たら解決できるかも考えて新しい方法を生み出し、自分たちがやりたいことを実現できるように

なってきました。 

 子どもが“自分たちで出来た”という自信が持てるように大人は信頼関係をしっかりつくりな

がら支えていくことも大事だと学びました。 

 

（３） 絵本の読み聞かせの取り組み 

心を育てる絵本や絵本と紙芝居の違い、読み聞かせの変化など実践や研修での学びが出された

が全職員での討議がなされなかったため、来年に取り組んでいきたいと思います。 

 

２，保育内容の周知と保護者との関わり 

子どもとの行事に参加することで子どもが喜ぶ体験や、やってみて保護者も楽しかったと思え

る経験を増やし、子ども達のために何か一緒にやる機会と達成感がもてるようにとりくみました。 

園だよりや各クラスからの手紙日常的な連絡ノートや送迎時の何気ない話、時には面談を行い

園での様子や情報を伝えています。 

保育参加、保護者会、運動会など行事や日頃の何気ない会話を通して信頼関係を築いてきまし

た。これからも子どもとの行事に参加することで子どもが喜ぶ姿がわかり、保護者も楽しかった

と思えることを増やしていきたいと思います。 

３，給食と保育 

保育で野菜を栽培し給食室で調理してもらったり、サツマイモ堀やジャガイモ堀や玉ねぎ

の皮むきやトウモロコシの皮むきなど食育を行いました。また、4歳児が箸の持ち方を栄養士

から教えてもらうことで興味深く真剣に話を聞いて取り組んでいました。 

 

４，職員同士の協力・連携 

クラス内の話し合い、リーダー会、全体職員会議、行事の取り組みなど職員が子どもたち

の様子を共有し合えるようにしています。子どもへの理解や対応を共通の認識をもって保育

できるよう努めています。 

５，研修の充実  

研修については、キャリヤアップ研修は大体の職員が達成できたので、文化学校など自分が学

びたい研修を受けられるようにしていきたいです。 

また、保育実践振り返りの中で出された、5歳までの育ちを連続して考えていく必要があるので

はないかなどの気づきを学びあっていこうと思います。 

その中で【子どものそのグループ】としての保育理念を感じていかれるように子どもも職員も

苗間保育園や認定こども園と交流し、学んでいかれればと思います 
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６，健康・安全・衛生への配慮 

送迎時間以外は玄関を施錠しています。 

9：30以降登園の出欠確認が出来ないときは保護者に確認しています。 

昼寝は子どもの顔が見えるように明るさを調節し、乳児は呼吸チェックとうつぶせ寝を防止

しています。 

9時（又は 9時半）の時点での出席確認を行い、欠席報告のない園児に対しては保護者に連

絡をし、所在確認を行っています。 

保育中の人数確認は移動の時はもちろん、常に子どもの居場所の把握に努めています。一

人で行うだけでなく職員内で声を掛け合うようにしています。 

プール活動はプール監視をおき、温度など記録をつけ安全に夏でしかできない子どもの活

動を保障していきました。 

 

７，地域との連携と支援 

子どもとの行事に参加することで子どもが喜ぶ体験や、やってみて保護者も楽しかったと思 

える経験を増やし、子ども達のために何か一緒にやる機会がもてるようにしたいと思います。 

支援センターは、参加にむらはあるものの多くの方の利用がありました。 

イベントのみを予約制にし、他は人数制限無にしていつでも自由に立ち寄れる場所になるよ

うにしています。在園との交流もはじめました。これからも、おとながホッとできる場となる子

育て支援の実施に努めていきたいです。 

 

【今後の課題】 

１， 保育の推進 

令和 8 年度は職員間で行事の大切にしていることなどを改めて確認し考えていきたいと思い

ます。 

２，職員の研修 

職員同士の意見交流、共通理解を持つこと、子どもの観方など実践から学び、キャリアッ

プ以外の職員が行きたい研修にもいかれるようにしていきたいです。また、キャリアアップ

研修も進め、スキルアップに努めていきたいです。 

 

3，保護者との関わり 

行事を通して子どもと保護者と職員が、かかわりを持ちながら一緒に経験出来ることを考え、

園と保護者の間の距離を縮めていかれるようにしたいと思います。 

 

4，地域との連携と支援 

地域の連携をひろげ、老人保健施設との交流、小学校や他園との交流を行っていきたいと

考えています。 

まつりや運動会など園の行事にも地域の方が参加してもらえるように少しずつ行っていき

たいです。 

以上 


